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そ

）。また、市内での先

の

進的な地域活動事例か

他

ら４例を選び、組織、

　

人材・参加、拠点、財

】

源、活動
・協働、広報

【

・情報共有、地域区分

協

などの項目について現

働

地ヒアリング調査（1

：

1月～1月　4地区実

】

施12回）を行い、そ

目

の結果を
基にモデル地

的

区選定のための基礎資

・

料を作成した。

Ａ：成

目

果があがった

標 事業の概要

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成

１

17年度 平成18年度

.

平成19年度 平成20

事

年度 平成21年度 平成

業

22年度 平成23年度

の

目

標

実

績

指標名 単位

説

位

明・算定式

成果指標①

置

平成17年度 平成18

付

年度 平成19年度 平成

け

20年度 平成21年度

事

平成22年度 平成23

務

年度
目

標

実

績

指標名 単

事

位

説明・算定式

成果指

業

標② 平成17年度 平成

名

18年度 平成19年度

事

平成20年度 平成21

業

年度 平成22年度 平成

担

23年度
目

標

実

績

当

予

進捗状況
遅れ

算

ている理由

平成19年

科

度の主な取組と成果

平

目

成19年度
の検証結果

事

平成20年度  実施

業

計画事業評価シート 頁

種

地域自治支援モデル事

類

業

市民部　協働推進課

ハ01－030106－ ー020000 ○ ●

02

ド

基本目標２　　子育て

ソ

、長寿を楽しみ、安心

フ

していきいきと暮らせ

ト

るまち
総合計画の

01

根

①〈地域力〉　地域組

拠

織や市民活動の力を育

法

て、まちづくりに活か

令

す
位置付け

01 1 多

等

様な地域組織や市民活

対

動を支援する

地域の自象 治組織、地域住民

□ □

・

□ □ 地域の自治組織等

受

自治会・町内会などの

益

地域の自治組織や市民

者

活動団体などのコ 市民

事

活動の活性化のため、

業

地域の課題解決のしく

期

みやコミュニ
ミュニテ

間

ィが、まちづくりの担

委

い手として、地域にお

託

けるまち ティに対する

、

支援策などの調査・研

協

究をモデル地区におい

働

て協
づくりの課題を自

【

らの力で解決していま

委

す。 働により行います

託

。

仕組みづくりに向け

：

た研究会等開催回数 回

3

－

12 12 18

17

 

セ

 

   

モデル事業実

ク

施地区数 地区

－

－ 1 1

・

－

①：予定どおり

庁内

財

研究グループを設置し

団

、地域自治の仕組みづ

企

くりに関する基本的事

業

項や今後の公民館や町

Ｎ

内福祉村事業の在り方

Ｐ

について検
討した（1

Ｏ

1月～2月　5回開催
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位

治に関わるものであり

施

、あくまでもその主体

策

は、自治会・町内会な

へ

どの地
域で活動する団

の

体や地域住民である。

貢

市から一方的に「仕組

献

み」を地域に押し付け

高

るのではなく、地域の

市

団体や住民の話し合い

民

により進めていき、市

満

はそれをサポートする

足

という視点が重要であ

度

る。

モデル事業の実施

を

研究会、セミナー研究

高

会、セミナー

準備 の開

め

催 の開催

0 0 0 0 0 0

る

0

0 0 0 0 0 0 0

0 0

方

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

策

0 0

0 0 0 280 40

業

0 0 0

0 0 0 280 4

有

00 0 0

0.00 0.

効

00 0.00

0.00

性

0.00 0.70 0.

継

70 0.70 0.00

続

0.00

0.00 0.

に

00 0.00 0.00

よ

0.00 0.00 0.

る

00

0 0 5,874 5

成

,874 5,874 0

果

0

0 0 5,874 6,

向

154 6,274 0 0

上

○ ● ○ ○ ○ ○ ○

平成2

の

1年度は、20年度に

可

選定したモデル地区に

能

おいて、引き続き調査

性

・研究を行いながら、

低

「地区内の課題やその

そ

解決策を協議
する場」

の

の検討や解決の仕組み

他

（体制）を検討する準

事

備組織の立ち上げを想

業

定して進める。

モデル

の

地区選定後に改善方針

目

（コストに関する見直

的

し案）を立てたい。

事

､

業着手の初段階におい

対

ては、地域の状況把握

象

や関係構
築が重要であ

､

り、平成19年度はお

内

よそ目的達成ができた

容

。今後は現行人員の中

分

で、モデル地区を増や

高

すなど成果
を上げてい

受

きたい。

益者負担､補助額
妥当性 中

業務の執行体制(人員配置､業務分担)
低

その他
析

業務プロセス改善による効率化の方策
高

コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
低

その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平

項

成20年度 平成21年

目

度 平成22年度 平成2

分

3年度

決算額 決算額 決

析

算額 予算額 計画額 計画

の

額 計画額

事業内容

国庫

視

支出金
財

県支出金
源

起

点

債
内

その他　特財
訳

一

左

般財源

事業費（A）

執

記

行率（%）

内 職員（人

の

）

訳 再任用（人）

人件

視

費（B）

フルコスト（

点

A+B）

に関

４.今後の事業展

す

開（担当課としての提

る

案）
平成21年度の事

分

業の方向性

現状の規模

析

で継続 拡大して継続 縮

・

小して継続 廃止 休止 終

課

了 他事業と統合

＜判断

題

理由＞

平成21年度の

の

取組方針

課長コメント

抽

□ 課題解決の仕組みが

出

構築され、それが機能

総

することによ
●■ って

合

、地域の自治組織や市

評

民活動団体など地域社

価

会を構

□ 成する団体等

市

が連携し、地域力を発

民

揮して、より多くの ○

ニ

□ 地域課題を解決でき

ー

るようになる。

■ 当該

ズ

事業の実施は、平塚市

高

総合計画の基本目標２

事

「支え
●□ 合うコミュ

業

ニティ」の達成方針２

目

－①「＜地域力＞地域

的

□ 組織や市民活動の力

の

を育て、まちづくりに

達

活かす」の実 ○
□ 現に

成

寄与する。

■ 自治会・

状

町内会などの地域組織

況

がまちづくりの担い手

必

と
●

□ して、より一層

要

活躍することが期待さ

性

れている現在、コ
○

□

市

ミュニティへの支援に

の

つながる取り組みは、

関

施策として
○

□ 十分な

与

妥当性がある。

□ 地域

の

の自治組織に関する技

必

術的知識・情報を有し

要

、課題
○

□ 解決の仕組

性

みづくり等を支援する

低

ことができるＮＰＯが

事

○
■ 存在すれば、事業

そ

を委託することも可能

の

である。
●

□

地域課題

他

を解決するための仕組

上

みづくりは、地域の自




